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メニーコア型クラスタ向け高効率プラズマ粒子シミュレータの開発

Development of Manycore-Aware PIC Simulator with OhHelp and

Particle Binning Method
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　本講演では、Particle-in-cell法に基づくプラズマ粒子シミュレーションに関して、動的負荷分散技法

OhHelpと粒子ビニング法を用いたメニーコア向け高効率実装手法を議論する。当該計算コードの開発段階に

おいて、多色色付けに基づくスレッド間アクセス衝突回避や、オンザフライ粒子ソート、そして所属セル情報

を考慮したノード間粒子移送などの、個別のメニーコア向け高効率実装技法の有効性を確認するため、データ

入出力や複雑な初期・境界条件処理をあえて排したプロトタイプコードを構築した。その上で、人為的に、も

しくは物理現象に基づいて不均一な粒子分布を発生させたいくつかの計算条件下で、当該コードの性能特性を

調査した。その結果を報告する。
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